
1990年出上の木簡

か
み
あ
ら

や

石
川
。
上
荒
屋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
上
荒
屋
六
丁
目

２
　
一調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
を

一
九
九
〇
年

（平
２
）
〓

一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

４
　
調
査
担
当
者
　
出
越
茂
和

・
小
西
昌
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
墓
域

・
集
落
跡

，
荘
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
中
期

。
古
墳
前
期

・
奈
良

。
平
安

・
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

・上
荒
屋
遺
跡
は
、
手
取
川
扇
状
地
の
扇
端
、
安
原
川
流
域
の
微
高
地

（遺
構

面
標
高
約
八
じ

に
立
地
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
上
荒
屋
の
集
落
ま
で
安

原
川
を
使

っ
て
荷
揚
げ
が
さ
れ

る
な
ど
水
運
の
便
が
良
い
所
で

も
あ
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
〇
年
の
調

査
で
五
三
点
出
上
し
た
が
、
そ

の
全
て
が
幅
約
八
ｍ
、
深
さ
約

二
ｍ
の
河
川

（ｓ
Ｄ
四
〇
）
か
ら

の
も
の
で
あ
る
。
奈
良

。
平
安

時
代
の
遺
構
は
、
束
西

。
南
北

方
向
に
走
る
二
本
の
条
里
溝

（幅
約
一
ｍ
、
深
さ
一
〇
ｔ
二
五
Ｊ

と
東
西
方
向
か

ら
南
北
方
向
に
直
角
に
曲
が
る
Ｓ
Ｄ
四
〇
に
囲
ま
れ
た
ほ
ぼ

一
町
四
方
内
に
建

物
群
が
展
開
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
に
は
数
力
所
の
船
着
場
状
遺
構
が
確
認
さ

れ
、
近
接
し
て
二
間
×
五
間
西
庇
付
の
大
型
掘
立
柱
建
物
も
二
棟
確
認
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
の
遺
物
の
中
心
は
八

。
九
世
紀
で
あ
る
が
、
上
層
に
は

一
〇
世

紀
お
よ
び

一
二
を

一
三
世
紀
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
木
衝
の
時
期
は
、
八

・
九
世
紀
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
や
周
辺
の
遺
構

・
遺
物
の
出
土
状

況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
は
木
簡
の
他
に
も
文
字
資
料
と
し
て
、
破
片
も
含
め
て
五
〇

〇
点
以
上
も
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
当
遺
跡
が
八

・
九

世
紀
の
荘
園
跡
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
八
世
紀
の
墨
書
土
器
は
、　
一
ｉ

三
割
で
あ
る
が
、
「庄
」
全

七
点
）
や

「綾
庄
」
盆
点
）
が
あ
る
。
ま
た
九
世

紀
の
墨
書
土
器
で
は
六
割
以
上
が

「東
庄
」
０
一〇
〇
点
以
上
）
で
あ
る
。
便
宜
的

に
前
者
を

「綾
庄
■
段
階
、
後
者
を

「東
庄
」
段
階
と
呼
ぶ
。
二
段
階
を
設
定

し
た
の
は
、
固
有
名
詞
的
な

「綾
庄
」
や

「庄
」

一
文
字
墨
書
か
ら
、
相
対
的

位
置
関
係
を
示
す

「東
庄
」
に
変
化
し
、
そ
の
量
が
格
段
に
増
加
す
る
な
ど
、

単
純
に
連
続
し
て
い
る
と
は
考
え
難
く
、
大
き
な
転
換
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。　
ま
た

「東
庄
」
段
階
の
墨
書
土
器
の
中
に
は
少
数
で
は
あ
な
が
、

「西

庄
」
「南
庄
」
「北
庄
」
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
遺
跡
周
辺
に
そ
れ
ら
が
存
在

す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

奈
良

。
平
安
時
代
の
建
物
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、　
一
九
九
〇
年
ま
で
の
調

(金 沢)



査
で
、
建
て
替
え
を
含
め
て
二
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
て
い
る
。
建
物

の
軸
線
方
向
は
大
き
く
Ｎ
一
度
ｗ
、
民
六
ｉ
七
度
Ｅ
、
Ｎ
九
度
Ｅ
、
Ｎ
一
三
度

Ｅ
の
四
群
に
分
け
ら
れ
る
。
軸
線
方
向
の
違
い
は
時
期
差
と
考
え
て
い
る
が
、

Ｎ
一
度
Ｗ
の
建
物
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
沿
い
に
二
間
×
五
間
西
庇
付
の
大
型

掘
立
柱
建
物

（ｓ
Ｂ
一
一
〇
）
が
あ
り
、
船
着
場
お
よ
び
付
属
棟
を
伴

っ
て
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ｂ
一
一
〇
の
柱
穴
か
ら
は
八
世
紀
後
半
の
上
器
が
出
上
し
、
前
面
の
Ｓ

Ｄ
四
〇
か
ら
は

「東
庄
」
墨
書
土
器
が
数
％
し
か
出
上
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

「綾
庄
」
段
階
の
荘
家
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
地
区
で
Ｎ
九

度
Ｅ
の
建
物
、
二
間
×
五
間
西
庇
付
の
大
型
掘
立
柱
建
物

（ｓ
Ｂ
〓
一〇
）
を
未

掘
で
は
あ
る
が
確
認
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
一
一
〇
と
同
様
に
付
属
棟
と
船
着
場
を

伴

っ
て
い
る
。

隣
接
す
る
Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
、

「東
庄
」
墨
書
土
器
の
七
〇
％
以

上
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「東
庄
」
段
階
の
荘
家
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
Ｎ
一
三
度
Ｅ
の
建
物
と
し
て
は
、
庇
を
持
た
な
い
二
間
×
五
間
の
Ｓ
Ｂ

五
〇
が
あ
り
、
柱
穴
か
ら
九
世
紀
半
ば
以
降
の
上
器
に

「東
□
」
と
書
か
れ
た

も
の
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
は
木
筒

・
墨
書
土
器
の
他
に
、
斎
串
が
六
五
点
、
人
形
が
二

五
点
、
馬
形
そ
の
他
形
代
な
ど
の
木
製
品
や
、
帯
金
具

。
銅
鈴

・
儀
鏡
な
ど
の

金
属
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

調
査
は

一
九
九

一
年
度
に
約
三
〇
〇
〇
ポ
の
調
査
を
以
て
終
了
し
、　
一
町
四

方
内
の
建
物
群
の
配
置
が
全
面
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
上
荒
屋
遺
跡
の
南

西
約
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
、
史
跡
東
大
寺
領
横
江
荘
荘
家
跡
が
あ
る
。　
一
九
七
〇
年

の
調
査
で
は
、
二
間
×
五
間
に
庇
を
持
つ
掘
立
柱
建
物
を
中
心
に
両
脇
に
付
属

棟
を
配
置
し
た
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
横
江
と
い
う
地
名
と

「三
宅
」
と
書
か

れ
た
墨
書
土
器
か
ら
、
そ
の
建
物
群
は
横
江
荘
の
荘
家
跡
と
推
定
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
断
続
的
に
調
査
が
な
さ
れ
、　
一
九
八
五
年
に
は
、
上
荒

屋
遺
跡
と
の
ほ
ぼ
中
間
で
倉
庫
群
が
検
出
さ
れ
た
。
規
模
は
、
二
間
×
二
間
と

三
間
×
三
間
の
も
の
が
数
棟
確
認
で
き
、
炭
化
米
や
焼
土
粒
を
伴
出
し
て
い
る
。

上
荒
屋
遺
跡
の
調
査
成
果
を
も
と
に
横
江
荘
∫
含
め
て
気
付
い
た
点
を
い
く
つ

か
あ
げ
て
お
く
。

第

一
に
、
荘
家
の
中
心
的
建
物
は
い
ず
れ
ヽ
桁
行
五
間
に
庇
を
持
ち
、　
一
ｉ

二
棟
の
付
属
棟
を
有
す
る
が
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な

「
コ
」
の
字
型
配

置
を
必
ず
し
も
採
用
し
て
い
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

第
二
に
、
半
径
数
百
ｍ
の
範
囲
内
に
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
遺
跡
が
存
在
し
、
そ
れ

ら
の
建
物
方
位
に
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
。
上
荒
屋
遺
跡
で
は
、
八
世
紀
後
葉

の
建
物
が
西
へ
振
れ
る
の
に
対
し
、
九
世
紀
代
の
建
物
は
東

へ
振
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
上
荒
屋
遺
跡
の
方
約

一
町
弱
の
区
画
内
に
は
、
確
実
な
倉
庫
建
築

を
確
認
で
き
な
い
。

第
四
に
、
墨
書
土
器
の
構
成
と
量
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
横
江
荘
荘
家
跡
で

は
、

「内
」
を
代
表
と
す
る
意
味
不
明
の
一
宇
墨
書
が
顕
著
で
あ
る
。　
上
荒
屋

遺
跡

「綾
庄
」
段
階
で
は

「庄
」
「宅
」
が
、
「東
庄
」
段
階
で
は
施
設
名
が
多

く
、
か
つ
ま
た
そ
の
量
が
格
段
に
増
加
し
て
い
る
。
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木
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釈
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⑮  ①  ④  ⑭  ①  ⑩  139J 99 13D

621   611   150J

14914810141

〔忍
己

「
＜
福

マ
仁
加
□

一
石
」

一＝

＝

一

□
　
□
朝
□
□
回

「
□
月
八
日
蒔
料
蓮
花
種

「
国
人
五
斗
」

「
汁江
」

「
＜
鴨
御
神

『
不
』
」

安
長
呼

呼呼「
＜
四
石
四
斗
五
升
」

「
法
師
万
呂
米
五
斗
」

火
大
火
□
□
□
奉

〔徴
ヵ
〕

Ｐ
ω
Φ
ｘ

８

×

『
　

⇔
∞
∞

（
μ
∞
〇
）
×

μ
∞

×

］

　

〇
∞
μ

（
ド
ド
Φ
）
×

⇔
×

『

　

⇔
∞
μ

一
　
一Ａ
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
］
∞
〇
）
〉
〈
μ
∞

〉〈
Φ
　
　
⇔
μ
Φ

μ
卜
ヽ
×

μ
卜
Ｘ

ヽ
　

〇
り
μ

μ
Ｏ
Φ
×

ド
∞
×

］
　

〇
伽
μ

μ
Ｏ
Φ
×

】
伽
×

卜
　
一
∞
∞

（
で
Ｓ
）
×

］
∞
×

μ
　

ｏ
ω
岸

（
Ｓ

じ

×

〕
∞
×

μ
　

ｏ
露

Ｆ
ｍ
〕
Ｘ

］
卜
×

ヽ
　
〇
∞
∞

騨
伽
μ
×

騨
卜
×

枷
　

〇
い
μ

命

『
９

×

］
ω
×

⇔
　

一冨

ド

含

工

＋
〕
じ

×
５

×
∞
　
Φ
盟

。
「
　
　
十
二

十

一
十
　
九
　
八

一
　
一
一　
二
一　
四
　
五

名
十
二

十

一

十

九

八

七

「同
―‐
日
旧
――
日
五
斗
」

七一ハ
」‐

一　
　
　
『
い
〉〈
（
解⇔
）
〉〈
中
　
　
〇
岸
騨

畔
伽
ミ
×
ド∞
×
⇔
　
〇
¨
Ｈ

「
酉
戊
是
国
産
業
　
・‥

「
産

業

幸

華

‥
・

□
ヒ   1_

「針
真
黒
五
斗
二
升
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞受
μ受
い
目

□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甍
Ｘ
岸貿
⇔
ｏ超

付
札
木
簡
が
二
五
点
あ
り
、
全
体
の
約
半
荻
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

大
半
は
白
米

・
黒
米
の
付
札
で
、
そ
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
基
本
的
な
書
式
は
、
「貢
進
者
＋
黒

（米
）
ま
た
は
白
米
＋
量
目
」
で
あ
る
。

②
　
そ
の
形
状
は
、
長
岡
京
木
簡
に
多
く
み
ら
れ
る
上
端
を
山
形
と
し
て
、
下

端
を
両
側
面
か
ら
削
り
尖
ら
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
∝
長
岡
京
木
簡
も
そ
の

形
状
の
も
の
は
近
江

・
美
濃

。
越
前
な
ど
の
国
か
ら
の
自
米
付
札
に
多
用
さ

れ
て
い
る
。

③
　
ほ
ぼ
同
時
期
の
長
岡
京
木
簡
と
比
較
し
て
小
型
で
あ
る

（別
表
宏
照
）。

④
　
郡
郷
名
の
記
載
が
な
い
。

⑤
　
木
簡
の
裏
面
に
記
載
が
な
い
。

③
　
年
月
日
の
記
載
が
な
い
。

⑦
　
白
米
五
斗
に
対
し
て
、
黒
米
の
場
合

「
五
斗
二
升
」

（
一
例
の
み
一
升
）
と
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記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
精
白
代
を
プ
ラ
ス
し
て
貢
進
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。　
正
倉
院
文
書
に
よ
れ
ば
、
造
石
山
寺
所
に
関
し
て
、
「黒

一

石
、
但

一
斗
米
加
入
精
代
」
翁
大
日
本
古
文
書
（編
年
送

五
巻
二
四
七
頁
）
と
、

黒
米
で
納
入
す
る
場
合
は
十
分
の
一
の
精
白
代
が
余
分
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

③
　
人
名
は
ウ
ジ
名
を
略
す
る
も
の
も
あ
る
。

③
　
ω

「浄
公
上
自
米
五
斗
」
の
よ
う
に

「上
」

（た
て
ま
つ
る
）
と
記
さ
れ
て

い
る
点
は
、
同
じ
初
期
荘
園
遺
跡
の
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡

（富
山
県
）
の
付
札

と
そ
の
形
状
（頭
部
を
山
形
と
し
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
）
と
と
も
に
共
通
す
る

（入

善
町
教
育
委
員
会

『
入
善
町
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
③
　
一
九
七
五

年
）。　
な
お
、　
い
の
裏
面
墨
書

『
欠
二
升
』
の
書
き
込
み
は
、
自
米
五
斗
を

検
収
し
た
際
の
不
足
分
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｏ
①
⑭
は
、
と
も
に
両
側
面
か
ら
切
り
込
み
の
あ
る
点
、
き
き
の
白
米

・
黒

米
の
付
札
と
異
な
る
。
０
は

「粗
種

一
石
二
斗
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
⑮
も

「
一
石
二
斗
」
と
あ
る
が
、
０
と
同

一
地
点

。
同

一
層
位
ゆ
え
に
糎
種
と
み
な

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
①
は
層
位
が
異
な
る
が
、
量
目

「
一
石
二
斗
」
と
み
え

る
。
な
お
、　
一
石
二
斗
は
種
粗
段
別
二
東
か
ら
い
え
ば
、
六
段
分
に
相
当
す
る
。

①
は
、
い
わ
ゆ
る
封
絨
木
簡
で
上
端
か
ら

一
・
七
∽
の
位
置
の
左
側
面
に
切

り
込
み
が
あ
る
。　
仙
台
市
郡
山
遺
跡
の
一
号
木
簡

Ｇ
木
簡
研
究
』
四
）
と
法
量

が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

只
一
〇
四
）
五

一九
×
一舌
。　
郡
山
木
簡
と
木
木
簡
は
、
切

り
込
み
と

「封
」
の
文
字
の
位
置
が

一
致
し
な
い
点
も
共
通
し
て
い
る
。
⑭
は
、

人
名
を
列
記
し
、
す
べ
て
十

一
束
と
記
さ
れ
て
お
り
、
出
挙
関
係
木
簡
と
考
え

ら
れ
る
。
②
は
、
断
面
が
ほ
ぼ
真
四
角
な
棒
状
木
簡
に
人
名
を
列
記
し
、
各
自

の
上
部
に
墨
点
を
施
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
勘
倹
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
⑫
は
と
も
に

「庄
」
の
表
記
が
、
本
遺
跡
の
性
格
と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ

る
。
⑩
は
、
召
喚
状
木
簡
と
思
わ
れ
、
一異
面
に
は
日
下
に

「有
澤
」
と
み
え
る
。

「有
津
」
を
僧
侶
と
す
る
と
、
本
遺
跡
の
性
格
と
も
深
く
関
わ
り
、
庄
経
営
に

僧
侶
が
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

④
の

「鴨
御
神
」
と
本
遺
跡
と
の
関
連
は
、
延
喜
式
内
社
と
し
て
加
賀
郡
に

「賀
茂
神
社
」
、
『
白
山
之
記
』
（長
寛
元
年

〔
一
三
全
芭
成
工こ

に
よ
れ
ば
、
安

宅

（現
小
松
市
安
宅
町
）
に

「加
茂
社
」
が
存
す
る
。
追
筆

「不
」
に
つ
い
て
は
、

字
体
と
し
て
は

「束
」
と
も
読
み
と
れ
る
が
、
正
倉
院
文
書
や
木
簡
の
追
筆
の

用
例

「
不
」
「不
用
」
「不
仕
」
な
ど
の
よ
う
に
、　
こ
の
付
札
の
追
筆
も
、

「
不

用
」
を
意
味
す
る

「不
」
と
す
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

形
状
の
点
で
類
似
す
る
④

「
＜
酒
人
月
朔
」

「
＜
　
奉
　
」
も
祭
祀
関
連
の
付

札
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
②
は
、
左
側
面
が
欠
損
す
る
が
、
復
原
す
る
と
、

お
そ
ら
く
長
さ
二
寸
五
分
、
幅
七
分
、
中
央
三
分
五
厘
の
位
置
に
維
の
刻
線
を

引
い
て
い
る
。
表
の
綻

・
横
線
は
釘
状
の
も
の
に
よ
る
刻
線
、
一暴
の
横
線
は
釘

状
の
も
の
の
先
で
突
き
刺
し
浮
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
裏
異
な
る
刻
線
で

表
現
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
は

一
ｉ
十
二
ま
で
の
数
値
お
よ
び
千
蔦
式
の
並
び

か
ら
判
断
す
る
と
、
条
里
の
坪
並
を
表
現
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
小
型
な
軽
便
さ
か
ら
木
街
の
用
途
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
条
里
の
坪
並
の

読
み
と
り
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

④
Ｏ
は
、

「安
長
」
を
人
箸
と
み



付 札 木 簡

木簡番号 長さ(allll) 幅 (llull) 厚さ(mull) 出土地点 。層位 備 考

*1号
* 2

6

*  9

13

(*)18

19

20

* 22

24

* 34

* 35

* 36

* 41

* 47

* 50

* 53

120

124

294

145

(72)

113

124

142

(110)

211

(87)

150

140

144

151

130

157

15

15

25

20

18

16

17

18

18

25

20

19

14

14

14

16

18

4

5

5

2

2

2

5

4

3

5

4

9

4

4

5

5

6

E-8

E-8

E-7

E-8

E-8

E-7

E-7

E-7

E-7

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

下

下

上

下

下

下

下

下

下

上

下

下

下

下

下

下

下

裏に日付あり

*は頭部
が圭頭状
のもの

6。 24号 を
除く12点 の
平均 13711111

6・ 24号を
除く17点の
平均 1811111

付 札 木 簡 (上端の左右に切り込みあり)

4号

5

8

16

37

43

46

110

175

178

(106)

160

109

152

20

18

20

16

30

25

24

6点の平均
1474皿
7点の平均
22m五

聴 摺綿犀重P映―靱慈野瞭Y泳 '〕
67'〕

76

77

78

85

86

87

88

(165)

195

187

180

142

154

165

171

24

22

19

23

18

15

13

17

2

4

5

4

4

5

4

4

7点の平均
171mull

8点の平均
19mm
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る
と
、

「呼
」

と
い
う
表
記
が
こ
れ
ま
で
の
木
簡
に
類
例
が
な
い
が
、
こ
の
木

簡
の
性
格
を
推
測
す
る
上
で
そ
の
形
状
が
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

非
常
に
薄
い
柾
目
材
を
用
い
、
二
点
を
合
わ
せ
る
と
人
形
の
胴
か
ら
足
の
部
分

の
よ
う
な
形
状
と
な
る
。
そ
の
出
土
状
況
も
文
字
面
を
貼
り
合
わ
せ
る
よ
う
に

投
棄
さ
れ
て
い
た
。　
通
常
の
召
喚
状
の

「召
」
で
は
な
く
、

「呼
」
と
し
て
い

る
点
に
も
、
そ
の
形
状
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
て
、
祭
祀
の
よ
う
な
特
殊
な
用
途

が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
①
は
墨
痕
が
な
く
、
字
画
部
分
が
わ
ず
か
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
荒
屋
木
簡
は
付
札
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
が
、
そ

れ
は
、
出
土
遺
構
が
荘
園
に
お
け
る
物
資
輸
送
の
た
め
の
運
河
の
舟
着
場
付
近

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
八
世
紀
後
半
の

「綾
庄
」
段
階
と
九

世
紀
半
ば
の

「吏
庄
」
段
階
で
、
木
衝
の
形
状
も
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
点
、

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
後
半
段
階
の
付
札
は
形
が
小
型
で
、
ほ
ぼ
統

一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
九
世
紀
半
ば
段
階
の
も
の
は
や
や
大
型
化
し
、

全
体
的
に
多
様
な
形
状
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
記
載
様
式
も
従
来
の
都

城
に
お
け
る
貢
進
物
付
札
七
異
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
荒
屋
木
簡
は
荘

園
の
現
地
管
理

・
運
営
の
実
情
を
も
の
が
た
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
あ
ろ

いつ
。

０
　
関
係
文
献

松
任
市
教
育
委
員
会

・
石
川
考
古
学
研
究
会

『
東
大
寺
領
横
江
庄
遺
跡
』

（
一
九
八
三
年
）

同

『
松
任
市
横
江
荘
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
〇
年
）

同

『
横
江
荘
遺
跡
―
倉
庫
群
の
発
見
―
』
盆
九
九
〇
年
）

8  7  1
● を
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南 西 西
昌 昌
煮 志

出
越
茂
和




